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平成21年度、定数22名となり、新人6名が加わり新たなスター トを切りました。
第 1回臨時会は5月 1日に、第2回は5月29日に各 1日の会期で行われました。
正副議長と監査委員の選挙が行われ、議長に土屋源由氏、副議長に萩原真琴氏が就任。
監査委員に水口哲雄氏が選出されました。

議

長

副

議

土

屋

源

由

萩 長

原

員

要

議
長
就
任
の
あ
い
さ

つ議
長

土

屋

源

由

伊
豆
の
国
市
議
会
を
代
表
し
て

一
言
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

伊
豆
の
国
市
誕
生
よ
り
四
年
が
経
過
し
、
三
度
目
の
市
議
会
議
員

選
挙
で
三
二
名
の
議
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
新
た
な
市

議
会
に
お
い
て
議
会
運
営
を
任
さ
れ
、
そ
の
責
任
の
重
さ
に
身
の
引

き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
伊
豆
の
国
市
は
、
合
併
時
の
懸
案
で
あ
っ
た
水
害
対
策
や

観
光
振
興
、
商
工
振
興
、
少
子
高
齢
化
対
策
、
教
育
施
設
の
耐
震
化

な
ど
様
々
な
課
題
に
対
し
、
急
激
に
変
化
を
す
る
環
境
に
的
確
に
対

応
し
な
が
ら
施
策
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
昨
年
来
の
経
済
不
況

は
、
市
の
行
財
政
運
営
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
り
ま

す
が
、
今
ま
で
以
上
に
効
率
的
な
行
政
運
営
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

議
会
で
は
、
市
民
よ
り
託
さ
れ
た
役
割
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
議

会
活
動
が
積
極
的
に
情
報
発
信
さ
れ
、
市
民
の
声
が
施
策
に
反
映
し

て
い
る
か
確
認
し
、
開
か
れ
た
身
近
な
議
会
を
目
指
し
て

一
層
の
努

力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

市
民
の
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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◆ 専決処分 2件の報告 (損害賠償額の決定及び和解)

◆ 税条例等の一部を改正する条例の専決処分の報告及び承認

国の税源移譲により固定資産税の非課税適用を1.8%軽減するものです。

◆ 新型インフルエンザ対策議会会議

5月 1日現在までの状況とそれまでの対応と今後の対策予定について説明を

受けました。相談窓口設置、備品の購入、啓蒙活動のためのリーフレットを

作成し全戸配布することなどです。

◆ 専決処分の報告 (損害賠償額の決定及び和解)

◆ 職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例の制定

民間の経済状況から人事院勧告を受け、 6月 支給の期末手当を15%、勤勉手

当を5%減 額凍結するものです。

◆ 市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例等の一部を改正する条例

の制定

議員発議により特例措置として、 6月 支給の期末手当を15%減額するもので

す。

3市 1町 (三島市 ・函南町 。伊豆市 。伊豆の国市)の議員は、相互の親睦を図 り各議会の発

展に寄与する目的で、恒例 となっているグラウン ドゴルフ大会を、 7月 7日 、伊豆市修善寺

グラウン ドで開催 しました。伊豆の国市議員チームは、みごと3位 入賞 ?を 果たしました。

競技終了後、各首長 も参加 した情報交換会が行

われ、広域連携交流の場 として、また議会運営

や議員活動などについて語 り合いました。

グラウンドゴルフ開会式
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罫多達嚢ガ屏彗種曇員昼[峯雲蓬醤墓雪基雫曇
塁に取 り組んでまいります。委員は、下記のと

,

渡邊俊一  三好陽子

土屋源由  ◎大沢秀光

鳥居松彦  天野佐代里

○後藤員―  水口哲雄

当
委
員
会
は
、
総
務
部
の
総
務
課

。
検
査
室

・
安
全
対

策
課

。
税
務
課
、
企
画
部
の
秘
書
広
報
課

・
企
画
課

。

企
業
誘
致
室

・
財
政
課

。
管
財
課

・
情
報
シ
ス
テ
ム
課
、

市
民
部
の
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

・
韮
山
支
所
市
民
サ
ー
ビ

ス
課

。
大
仁
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

。
国
保
年
金
課
、

会
計
課
、
議
会
事
務
局

・
監
査
委
員
事
務
局
を
所
管
し

て
い
ま
す
。

会
計
課
は
、
地
方
自
治
法
改
正
に
よ
り
収
入
役
が
廃
止

さ
れ
、　
一
般
職
の
職
員
の
中
か
ら
会
計
管
理
者
が
任
命

さ
れ
ま
し
た
。

所
管
が
多
岐
に
わ
た
り
守
備
範
囲
が
広
い
中
、　
一
丸

と
な
り
行
政
を
精
査
し
て
ま
い
り
ま
す
。

当
委
員
会
は
、
健
康
福
祉
部

・
福
祉
事
務
所

・
教
育

部
が
所
管
す
る
事
務
の
審
査
、
調
査
を
行
い
ま
す
。

健
康
福
祉
部
は
主
に
、
生
活
保
護

。
障
が
い
者
福
祉

・

高
齢
者
福
祉

・
介
護
予
防

・
母
子
成
人
保
健

。
各
種
検

診
な
ど
に
関
す
る
こ
と
で
す
。

教
育
部
は
、
主
に
学
校
施
設
管
理

・
保
育
園
幼
稚
園

施
設
の
管
理

・
社
会
教
育

。
生
涯
学
習

・
文
化
財

・
施

設
使
用
管
理

。
図
書
館
に
関
す
る
こ
と
で
す
。

柴田三智子  鈴木照久  田中正男
古屋鋭治  ○水口成男  ◎山下孝志  板垣紀夫

Ｉ
Ｌ
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当
委
員
会
は
、
観
光
商
工
課

。
文
化
振
興
課

・
農
業

振
興
課
で
構
成
さ
れ
る
観
光
産
業
部
と
、
建
設
課

・
都

市
計
画
課

・
上
下
水
道
課
で
構
成
さ
れ
る
都
市
整
備
部

と
、
環
境
政
策
課

・
ク
リ
ー
ン
課

。
広
域
廃
棄
物
処
理

対
策
室
で
構
成
さ
れ
る
環
境
部
と
が
、
所
管
と
な
り
ま

す
。主

な
審
議
案
件
は
、
商
業

・
観
光

・
農
業
の
振
興
に

関
す
る
こ
と
、
道
路
や
河
川
、
都
市
計
画
、
水
道

・
下

水
道
、
環
境
保
全
、
美
化
、
斎
場
、
廃
棄
物
の
処
理
な

ど
を
行
い
ま
す
。

秋田 清  ◎松下善洋 土屋紀男  高橋公一

古屋鋭治  山下孝志

松下善洋  ◎秋田 清

三好陽子  大沢秀光

○鳥居松彦  板垣紀夫

当
委
員
会
は
、
総
務

・
観
光
建
設

・
福
祉
文
教
の
三

つ
の
常
任
委
員
会
よ
り
選
出
さ
れ
、
定
数
は
八
名
で
す
。

正
副
議
長
が
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
出
席
し
て
い
ま
す
。

委
員
会
の
開
催
時
期
は
、
定
例
議
会
開
催
の

一
週
間

前
、
ま
た
臨
時
議
会
の
告
示
後

一
週
間
以
内
に
開
催
し

て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
議
会
運
営
に
関
す
る
事
項
、
関
係
条
例
の

改
正
等
検
討
の
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
そ
の
つ
ど
開
催

し
、
議
会
の
運
営
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
検
討
審
議

し
て
い
ま
す
。

・
各
常
任
委
員
会
の
副
委
員
長
と
委
員
の
二
名
ず

つ
が

選
出
さ
れ
、
六
名
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

。
議
会
だ
よ
り
は
年
四
回
、
定
例
会
後
に
発
行
し
て
い
ま
す
。

議
員
は
、
多
く
の
討
論
を
限
ら
れ
た
字
数
で
ま
と
め

る
こ
と
や
、
現
場
に
出
向
い
て
の
写
真
撮
影
な
ど
毎
回

苦
労
し
て
い
ま
す
。

議
会
を
お
茶
の
間
に
届
け
よ
う
と

「分
か
り
や
す
さ
」

を
目
標
に
、
専
門
用
語
や
難
解
語
句
に
解
説
を
添
え
る

な
ど
、
編
集
と
校
正
作
業
に
努
め
て
い
ま
す
。

今
は

一
方
通
行
で
す
が
、

『議
会
だ
よ
り
』
を
通
し

て
、
市
民
の
皆
様
と
対
話
で
き
開
か
れ
た
議
会
と
な
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．天野佐代里  鈴木照久

○鈴木平一郎  鈴木幸雄

水口成男

◎後藤貞一

鈴木幸雄  ○鈴木平―郎  萩原員琴
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議員の問ぃと
行政の讐え

鍮りい姜裁多い」はけっ罐　〔中

一般質問は10名が行い、当局の考え方をただしました。
なかでも、7名 の議員が子育て支援について質問いたしました。

00 000
重
点
施
策
の
取
組
み
は

山

下

孝

志

つ
か
ら
実
施
す
る
の
か
。

申
請
手
続
き
を
進
め
、
本

年

一
〇
月

一
日
か
ら
実
施
。

不
妊
治
療
の
助
成
拡
大
の

考
え
は
な
い
か
。

早
期
の
治
療
に
よ
り
、
妊

娠
率
が
高
ま
る
。
利
用
者

を
増
や
す
こ
と
に
よ
る
事
業
拡
大

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

産
婦
人
科

・
小
児
科
病
院

と
医
師
の
確
保
に
つ
い
て
。

市
内
に
順
天
堂
大
学
附
属

静
岡
病
院
が
あ
り
、
安
心

し
て
子
供
を
産
め
る
恵
ま
れ
た
地

域
で
あ
る
と
思
う
。
今
後
も
医
療

機
関
と
の
連
携
を
深
め
て
い
く
。

高
齢
者
支
援
の
具
体
的
な

施
策
は
何
か
。

韮
山
地
区
へ
温
泉
付
き
健

康
づ
く
り
施
設
の
建
設
の

今
年
度
調
査
を
実
施
す
る
。

宗
光
寺
川
流
域
の
浸
水
被

害
対
策
の
取
り
組
み
は
。

山
田
川
上
流
域
に
雨
水
貯

留
施
設
を
、
今
年
度
測
量

・

設
計
を
し
、
来
年
度
か
ら
建
設
を

進
め
て
い
く
予
定
。
宗
光
寺
に
つ

い
て
も
調
整
池
を
つ
く
り
た
い
。

「子
育
て
講
座
」の
実
施
を

柴

田

〓
一智
子

子
育
て
で
悩
み
を
抱
え
て

苦
労
し
て
い
る
新
米
マ
マ

の
た
め
、
「子
育
て
講
座
」
を
実

施
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

Ａ
）

劃
猜
ｒ
請
峙
諄

・ 講
榊
熱
家

育
課

・
健
康
づ
く
り
課

・
福
祉
課

の
各
課
で
そ
れ
ぞ
れ
に
実
施
し
て

お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
子
育
て
支
援
事
業

は
、
子
育
て
中
の
保
護
者
の
孤
立

化
を
防
ぎ
、
児
童
虐
待
な
ど
の
予

防
に
大
き
な
効
果
を
発
揮
す
る
と

思
わ
れ
ま
す
。
既
存
の
事
業
は
も

と
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
育
期
間

に
適
し
た
事
業
を
行
っ
て
い
く
事

が
重
要
で
あ
る
と
考
え
、
子
育
て

の
た
め
の
講
座
や
相
談
事
業
を
今

後
と
も
進
め
て
い
こ
う
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

空
き
部
屋
の
有
効
活
用
を

（
Ψ

玲
い
は
押
詢
艶
神
は
回
¨

ヽ

幾
つ
も
の
部
屋
が
空
い
て
い
ま
す
。

そ
れ
ら
を
生
涯
学
習
の
グ
ル
ー
プ

や
、
色
々
な
活
動
を
し
て
い
る
グ

ル
ー
プ
に
貸
出
し
、
有
効
活
用
し

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

ハ
）

囃
帥

出 ．
け
に
設
莉
は
一
刺

ヽ

会
議
室
の
目
的
外
使
用
に
は
制
限

が
あ
り
ま
す
。
今
後
、
管
理
上
の

問
題
や
本
来
の
用
途

。
目
的
が
妨

げ
ら
れ
な
い
か
ど
う
か
を
検
討
し
、

使
用
責
任
者
を
明
確
に
す
る
な
ど

の
条
件
を
付
け
て
、
貸
出
し
が
出

来
る
か
ど
う
か
を
判
断
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

通
学
合
宿
事
業
に
つ
い
て

ふ
り

叫
許
に
動
時
嗜
雌
】
雄
『

ま
し
た
か
。
今
後
、
こ
の
事
業
を

推
進
し
て
行
く
に
際
し
、
社
会
教

育
委
員
の
力
を
借
り
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

Ａ
）

は
「
ぼ
脚
副

し 。
は
一
構
肇

教
育
委
員
に
つ
い
て
は
同
じ
傘
下

で
す
の
で
、
今
後
は
積
極
的
に
参

加
を
促
す
方
向
で
行
っ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

OO
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家
庭
の
太
陽
光
発
電
設
置
に

補
助
金
を

古

屋

鋭

治

ｍ
Ψ

画
素
「
財
務
紳
嘲
輝
暉
蒙

削
減
に
貢
献
で
き
、
地
球
環
境
を

守
る
観
点
か
ら
重
要
。

②
二
〇
〇
九
年
か
ら
国
が
補
助
制

度
を
再
開
し
た
こ
と
や
、
あ
ま
っ

た
電
力
を
現
行
の
三
倍
程
度
で
電

力
会
社
に
買
取
を
義
務
付
け
る
方

向
に
あ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、

市
と
し
て
制
度
導
入
の
考
え
は
。

ま
た
、
近
隣
自
治
体
の
導
入
状
況
は
。

ハ
）

嘲
嶼
げ
評
［

助 一
け
』
雄
蒙

成
二

一
年
か
ら
復
活
さ
せ
、
太
陽

光
発
電
の
導
入
量
を
二
〇
二
〇
年

に

一
〇
倍
、
二
〇
三
〇
年
に
四
〇

倍
、
三
年
か
ら
五
年
後
に
製
品
価

格
を
半
額
程
度
に
す
る
計
画
。

今
年

一
月
か
ら
の
国
の
補
助
額

は
、　
一
キ
ロ
ワ
ッ
ト
当
た
り
七
万

円

（
一
般
家
庭
平
均
設
置
容
量
は

三

・
六
キ
ロ
ワ
ッ
ト
で
補
助
額
は

二
五
万
円
程
度
）
。

都
道
府
県
で
は

一
〇
自
治
体
が

補
助
し
て
い
る
が
、
静
岡
県
は
行

な
っ
て
い
な
い
。
近
隣
自
治
体
の

補
助
額
は
、
二
〇
万
円
が
裾
野
市
、

一
〇
万
円
が
沼
津
市
、
清
水
町
、

長
泉
町
、
五
万
円
が
三
島
市
。

当
市
は
、
地

球
温
暖
化
防
止

推
進
の
観
点
か

ら
補
助
金
制
度

創
設
に
向
け
検

討
中
で
あ
る
。

こ
ど
も
医
療
費
助
成
は

中
学
三
年
ま
で
引
き
上
げ
を

ｍΨ
嘲教』御わけマ「詢聾

世
代
が
住
み
た
く
な
る
よ
う
な
支

援
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
。

子
ど
も
の
医
療
費

・
教
育
費
は

家
計
の
負
担
が
大
き
く
、
子
供
を

増
や
す
妨
げ
と
思
わ
れ
る
。

こ
ど
も
医
療
費
助
成
対
象
を
小

学
校
三
年
生
か
ら
中
学
校
三
年
生

に
引
き
上
げ
る
考
え
は
。

ハ
ワ

岬
「
¨
〔
］
囃
峙
燕
ｒ
コ

三
四
人
と
推
計
さ
れ
て
い
る
。

（六

月
現
在
五
万

一
九
四
人
）
当
市
は
、

総
合
計
画
に
基
づ
き
人
口
五
万
人

を
維
持
し
た
い
。

子
ど
も
医
療
費
助
成
は
、
昨
年

七
月
に
小
学
校
三
年
生
ま
で
拡
大

し
、
今
年

一
〇
月

一
日
か
ら
対
象

年
齢
を
小
学
校
六
年
生
ま
で
引
き

上
げ
、
経
済
的
支
援
を
し
て
い
き

た
い
。

中
学
校
三
年
生
ま
で
の
引
き
上

げ
は
、
今
後
の
財
政
状
況
を
見
な

が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

韮
山
地
区
市
民
体
育
館

建
設
に
つ
い
て

鈴
木
照
久

韮
山
体
育
館
は
、
韮
山
中

学
校
と
併
用
し
て
使
用
さ

れ
て
い
る
。
市
民
の
健
康
保
持

・

増
進
の
立
場
か
ら
、
昼
間
よ
り
使

用
で
き
る
体
育
館
の
必
要
性
は
大

き
い
と
考
え
ら
れ
る
。

市
民
の
活
動
の
場
と
し
て
、
韮

山
地
区
に
体
育
館
建
設
を
今
後
の

検
討
課
題
と
し
て
取
り
入
れ
て
も

ら
い
た
い
。

Ａ）
則け瞥』
（で動客・教帷譲

化
）
を
最
優
先
に
実
施
し
て
い
る
。

耐
震
化
事
業
に
は
多
大
な
事
業
費

を
必
要
と
し
て
い
る
の
で
、
体
育

館
建
設
を
同
時
に
進
め
て
い
く
事

は
、
現
在
の
財
政
状
況
を
考
え
る

と
非
常
に
困
難
で
あ
る
。
耐
震
化

完
了
後
に
、
市
全
体
を
通
し
て
の

体
育
施
設
が
い
か
に
あ
る
べ
き
か

と
い
う
観
点
に
立
っ
て
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

韮
山
地
区
に
総
合
体
育
館
が
建

設
さ
れ
れ
ば
、
利
活
用
と
し
て
は

大
変
い
い
も
の
に
な
る
ん
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
と
思
っ
て
い
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
色
々
な
事
案
を
考

え
て
い
く
と
、
簡
単
に
着
手
で
き

な
い
状
況
に
あ
る
と
思
う
。

水
害
サ
ミ
ッ
ト
に
つ
い
て

ふ
り

岬
割
げ
『
摯
ほ
は
醐
岬
由

体
に
よ
る
水
害
サ
ミ
ッ
ト
が
都
内

で
開
催
さ
れ
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
対
策

に
つ
い
て
意
見
交
換
が
な
さ
れ
た

様
で
あ
る
。
そ
の
主
た
る
内
容

。

今
後
対
応
す
べ
き
諸
問
題
は
、
如

何
に
す
べ
き
か
を
お
聞
き
し
た
い
。

Ａ
Ｕ
・
画
け
皐
制
時
議
″
剥
け
潅

岡
崎
市
長
の
報
告
に
よ
る
と
、　
一

時
間
の
雨
量
が

一
四
六
ミ
リ
を
超

え
た
。
豪
雨
の
際
、
人
が
判
断
し

て
い
て
は
間
に
合
わ
な
い
。
河
川

の
水
位
計
と
浸
水
時
の
浸
水
計
を

連
動
さ
せ
、
人
の
判
断
な
く
警
報

を
発
す
る
装
置
を
設
置
し
た
。

現
在
、
市
で
は
都
市
下
水
路
整

備
事
業
を
活
用
し
て
、
各
河
川
改

修

・
各
排
水
機
場
の
能
カ
ア
ッ
プ

等
を
実
施
し
て
い
る
。
四
月
に
配

布
し
た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
利
用

し
て
、
災
害
に
対
す
る
情
報
を
的

確
に
判
断
し
て
ほ
し
い
。
洪
水
災

害
の
対
応
は
難
間
で
あ
る
が
、
で

き
る
所
か
ら
改
修
し
て
い
き
た
い
。

ハザードマップ
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子
ど
も
医
療
費
無
料
化
の
拡
大
は

総
合
計
画
の
進
捗
状
況
は

は
0

渡
邊
俊
一　　ぬΨ
［詢一勧一年た同動け眸

小
学
校
六
年
生
ま
で
の
医

療
費
を
無
料
に
す
る
財
源

ハ
〕

審
¨
嘲
卿
』
〔
い
翡
聾
〔

っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
以
上

の
学
年
は
全
て
市
費
と
な
り
ま
す
。

厳
し
い
財
政
状
況
で
は
あ
り
ま

す
が
、
こ
の
事
業
は
少
子
化
対
策

の
有
効
な
手
段
で
あ
る
と
考
え
て

お
り
ま
し
て
、
着
実
に
実
施
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

財
政
的
な
問
題
は
、
他
の
も
の

を
圧
迫
し
な
い
程
度
で
き
ち
っ
と

考
え
て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
は
、
様
々
な
機
関
を
通
し

て
、
県
や
国
に
き
ち
っ
と
求
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
総
合
計
画
」
で
す
が
、
目
標
値

が
人
口
だ
け
し
か
設
定
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
進
捗
度
合
い
を
ど
の
よ

う
に
評
価
し
て
い
く
お
考
え
で
す

か
。

ハ
ワ

罐
鰤
［
枷
熱
デ
『
”
嘲
¨

六
つ
の
基
本
方
針
に
示
す
主
要
政

策
に
基
づ
き
、
各
部

・
各
課
で
、

事
業
の
目
的

。
目
標

・
効
果
、
全

体
計
画
を
ま
と
め
事
業
立
案
し
、

こ
れ
を
も
と
に
社
会
環
境
と
照
ら

し
合
わ
せ
、
緊
急
度

。
重
要
度
の

高
い
も
の
か
ら
予
算
化
し
て
お
り

ま
す
。

ま
た
、
年
三
回
事
業
進
捗
状
況

の
報
告
を
受
け
行
政
評
価
シ
ス
テ

ム
に
よ
る
評
価
と
、
予
算
化
で
き

る
も
の
に
つ
い
て
は
予
算
化
を
し

な
が
ら
状
況
そ
の
も
の
を
把
握
し

て
い
ま
す
。

フ
ァ
ル
マ
バ
レ
ー
構
想
と
の
連
携
は

伊
豆
の
国
市
総
合
計
画
の

中
に
、
県
の
フ
ァ
ル
マ
バ

レ
ー
構
想
と
の
連
携
を
掲
げ
て
あ

り
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
に
進
め
ら

れ
る
の
で
す
か
。

ハ
〕

〓
次 ァ
リ
は
ぃ
」
田
珊

「
想

鵡

町
と
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」

が
掲
げ
ら
れ
て
お
り
ま
し
て
、
現

在
、
伊
豆
の
国
市
で
は

「か
か
り

つ
け
湯
」
事
業
の
促
進
を
し
て
お

り
ま
す
。

現
在
は
、
健
康
増
進
や
癒
し
に

特
徴
が
あ
る
五
ヶ
所
の
施
設
を
認

定
し
て
い
ま
す
。

保
育
料
の
引
き
下
げ
と

０
歳
児
保
育
を

田

中

正

男

当
市
の
保
育
料
は
、
近
隣

市
町
に
比
べ
高
い
料
金
設

定
だ

っ
た
が
、
今
年
度
よ
り
、
低

所
得
階
層
の
料
金
が
値
下
げ
さ
れ

喜
ば
れ
て
い
る
。
今
後
さ
ら
に
、

全
階
層
の
引
き
下
げ
と
、
市
立
保

育
園
で
の
零
歳
児
保
育
の
実
現
を
。

ハリ
刹眸打け」は熱どいつ

事
に
も
な
る
の
で
慎
重
に
検
討
し

た
い
。
零
歳
児
保
育
は
、
堀
越
保

育
園
建
替
え
に
合
わ
せ
て
、
三
ヵ

月
児
か
ら
の
受
け
入
れ
を
検
討
し

て
い
る
。

伊
豆
長
岡
駅
北
側
踏
切
付
近
の

道
路
改
良
を

ｍ
Ψ

］
赫
『
琢
¨
菫
鵡
け
回
時

側
の
構
内
踏
切
付
近
の
道
路
は
、

狭
く
て
カ
ー
ブ
し
て
い
る
た
め
車

両
の
す
れ
違
い
が
大
変
な
上
、
小

学
生
の
通
学
路
に
な
っ
て
い
て
危

険
な
状
態
。
道
路
改
良
、
安
全
対

策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
ど
う
か
。

ハワ
一潮珈剛はいいいない

協
力
が
得
ら
れ
な
い
状
況
で
あ
る
。

今
後
、
駅
前
整
備
な
ど
含
め
た

中
で
拡
幅
を
検
討
し
、
車
両
及
び

歩
行
者
の
安
全
を
確
保
で
き
る
よ

う
に
粘
り
強
く
進
め
て
い
き
た
い
。

医
療
費
の
窓
口
負
担
減
免
制
度
を

６Ψ
『̈
「国制粋卿勤晰醐刹

損
害
や
倒
産
、
失
業
に
よ
る
収
入

減
な
ど
で
、
必
要
と
認
め
た
と
き

に
医
療
費
の
窓
口
負
担
の
減
免
が

で
き
る
」
と
し
て
い
る
が
、
生
活

困
窮
者

（低
所
得
者
）
に
対
し
て

も
適
用
し
て
、
お
金
が
無
く
て
も

病
院
へ
行
け
る
よ
う
に
市
民
の
命

と
健
康
を
守
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

ハ
Ｕ

赫
』
時
は
ほ
「
『
射
げ
は

は
、
医
療
費
だ
け
免
除
さ
れ
て
も

生
活
費
ま
で
大
変
に
な
る
。
福
祉

的
な
援
助
も
必
要
に
な
る
の
で
、

担
当
の
部
署
に
相
談
し
て
欲
し
い
。

堀越保育園、芋の蔓さし

浮橋温泉スタン ド

伊豆長岡駅北側踏切
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歩
行
者
専
用
の
信
号
機
を

高

橋

公

一

Ｊ
Ａ
江
間
ス
タ
ン
ド
前
の

豆
塚
神
社
の
交
差
点
は
、

長
岡
中
学
校
や
北
小
学
校
へ
の
通

学
路
に
な
っ
て
い
る
。
自
動
車
用

の
信
号
機
だ
け
設
置
さ
れ
、
通
勤

通
学
時
は
特
に
交
通
量
が
多
く
、

信
号
の
変
わ
り
目
で
横
断
す
る
際

は
大
変
危
険
で
あ
り
、
早
期
の
設

置
が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
見
通
し

は
ど
う
か
。

０

群

げ

哺

饉

籠

号
機
が
設
置
さ
れ
ま
す
。

旧
伊
豆
箱
根
グ
フ
ウ
ン
ド
の
活
用
を

ｍり
「に動脚刹け嗽い国̈
、

る
公
園
等
が
な
い
。

こ
の
市
有
地
を
多
目
的
広
場
と

し
て

一
般
開
放
を
す
る
考
え
は
。

Ａ）
囲内に利嘲̈
け″榊拳

体
育
施
設
や
、
老
人
や
子
供
た
ち

が
利
用
で
き
る
多
目
的
広
場
と
し

て
有
効
活
用
を
図
っ
て
行
き
た
い
。

宮
塚
車
坂
の
歩
道
改
良
を

含
Ψ

』
剛
一
］
串
瀬
【
鋤
胸
中

が
き
か
ず
歩
道
が
狭
い
上
、
歩
道

の
中
に
電
柱
が
あ
り
坂
道
で
も
あ

る
。
朝
夕
の
通
学
通
勤
時
間
帯
に

は
、
自
転
車
と
車
の
接
触
事
故
が

起
き
る
な
ど
危
険
で
あ
る
。

車
道
の
拡
幅
と
直
線
化
及
び
通

学
路
整
備
に
つ
い
て
、
早
急
な
改

善
が
必
要
で
は
。

ハ
）

け
耐
け
〓
紳
訪
¨
鋒
〔
嘲

改
良
と
、
そ
の
先
の
ア
パ
ー
ト
が

あ
っ
た
部
分
の
歩
道
を
拡
幅
改
良

す
る
。
ま
た
、
張
り
出
し
歩
道
の

中
の
電
柱
三
本
に
つ
い
て
も
何
ら

か
の
改
良
を
進
め
て
行
き
た
い
。

急
傾
斜
地
対
策
お
よ
び

砂
防
事
業
の
推
進
を

三

好

陽

子

守
木
山
田
地
区
は
、
平
成

一
六
年
の
台
風
に
よ
り
、

山
が
崩
れ
て
土
砂
が
流
入
し
、
川

が
氾
濫
す
る
な
ど
の
被
害
を
受
け

た
。
関
係
住
民
か
ら
急
傾
斜
地
対

策
等
の
早
期
実
施
要
望
が
あ
る
が
、

今
後
の
計
画
は
。

Ａ
Ｕ

時
鰤
朝
制
利
』
鋳
］
は
ビ

出
予
定
で
あ
る
。
砂
防
事
業
は
、

今
年
度
中
に
仮
設
道
路
工
事
に
着

手
し
、
平
成
二
二
年
度
に
は
堰
堤

の
本
体
工
事
に
着
手
予
定
で
あ
る
。

行
っ
て
い
る
。

子
ど
も
医
療
費
は

中
学
卒
業
ま
で
無
料
に

ｍΨ
け帯】罐』度筆嘘雌罐ヽ

多
く
の
方
々
か
ら

「対
象
年
齢
を

引
き
上
げ
て
ほ
し
い
」
の
声
が
出

さ
れ
て
い
る
。
中
学
卒
業
ま
で
無

料
に
す
べ
き
と
思
う
が
。

ハ
Ｕ

帝
囃
¨
制
剛
嘲
嘲
一
醐
』

。

同
時
に
、
国
に
は
国
の
制
度
と
し

て
子
ど
も
医
療
費
無
料
化
確
立
を

要
望
し
、
県
に
は
現
在
の
制
度
の

改
善
を
要
望
し
て
い
き
た
い
。

子
育
て
支
援
事
業
の
充
実
を

後

藤

員

一

①
多
様
な
保
育
対
策
と
は
。

②
こ
ど
も
医
療
費
助
成
は
、

中
学
生
ま
で
と
す
べ
き
で
は
。

③
子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
と

地
域
社
会
の
子
育
て
支
援
策
を
。

Ａ）
割̈働”哺【一）″引

ゃ
っ
子
ク
ラ
ブ
、　
一
時
預
か
り
事

豆塚神社交差点

(※)

LED型 の信号機とは…

LED(発 光ダイオード)

半導体の接含部に電圧を力0

えると、緑や赤、青に発光

する素子。家電製品 。自動

車の計器の表示 に使用。

60Wの 電球に比べ、発光ダ

イオードだと 3分 の 1か ら

7分 の 1の 消費電力で済む。

山崩れした場所 (守木山田)

戸
別
受
信
機
の
使
用
継
続
を

ｍ
Ψ

劃
疇
御
は
中
期
［
商
い
印

ヽ

戸
別
受
信
機
の
対
応
が
必
要
で
あ

る
。
何
よ
り
も
災
害
時
の
情
報
を

家
の
中
で
聞
き
取
れ
よ
う
に
確
保

す
べ
き
で
あ
り
、
デ
ジ
タ
ル
化
し

て
も
ア
ナ
ロ
グ
も
併
用
し
、
戸
別

受
信
機
を
引
き
続
き
使
え
る
よ
う

に
す
べ
き
と
思
う
が
。

ハ
）

つ 同
岬
麹
朝
い
割
に
一
』
い

方
へ
、
電
話
応
答
シ
ス
テ
ム
を
利

用
し
て
、
内
容
を
確
認
し
て
い
た

だ
く
こ
と
や
、
比
較
的
安
価
で
購

入
で
き
る
防
災
ラ
ジ
オ
の
検
討
も
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業
等
、
保
育
園
待
機
児
童
無
し
。

今
後
、
フ
ア
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

・

病
後
時
保
育
事
業
等
の
実
施
を
考

え
て
い
る
。

②
小
学
校
六
年
生
ま
で
を
対
象
に
、

二

一
年

一
〇
月
か
ら
無
料
化
す
る
。

③
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
、
子
育

て
サ
ロ
ン
な
ど
親
子
交
流

・
母
親

の
意
見
交
換
等
実
施
中
で
あ
り
、

地
域
活
動
連
絡
協
議
会

（母
親
ク

ラ
ブ
）
等
の
活
動
支
援
も
し
て
い
く
。

通
学
支
援
策
の
統

一
と

地
域
の
交
通
手
段
の
確
保
を

ぬ
Ψ

脚
］
替
「
負
担
は
、
全
額

②
民
間
と
市
バ
ス
の
利
用
は
統

一

さ
れ
る
か
。

③
交
通
手
段
を
持
た
な
い
人
た
ち

の
足
の
確
保
を
。

Ａ）
嘲̈魏い議ＴＭ嚇鋤い

保
障
は
、
財
政
状
況
か
ら
困
難
。

支
援
基
準
の
統

一
は
調
査
研
究

中
。

②
路
線
バ
ス
を
利
用
す
る
の
で
、

統

一
の
考
え
は
な
い
。

③
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
事
業
は
必

選
挙
結
果
の
分
析
を

ぬ
Ψ

義
ｎ
国
は
画
嗜
枷
に
ひ
型

選
挙
結
果
の
分
析
と
責
務
の
遂
行

を
。

）^
倒卿『搬票は、　一箇所

年
代
別

。
男
女
別

・
時
間
帯
別

分
析
を
し
て
い
る
が
、
投
票
率
の

低
迷
は
、
盛
り
上
が
り
に
欠
け
、

市
民
の
関
心
も
低
い
た
め
で
あ
る
。

啓
発
活
動
に
努
力
を
し
た
い
。
市

要

だ

が

課

題

も

多

い
。

本

市

へ
の

　

民

の
ご

支

援

を

頂

き

、

将

来

像

実

　

め
、

買

い
取

り

は

五

年

間

延

長

さ

　

・ｍ

Ψ

岬

霧

「

い

射

剛

誅

糾

［

』

、

導

入

を

検

討

中

。
　

　

　

　

　

　

　

　

現

に
施

策

を

展

開

し

た

い
。
　

　

　

　

れ

た
。

火
災
報
知
機
設
置
義
務

高
齢
者
世
帯
へ
の
支
援
策
を

火
災
報
知
機
設
置
状
況
と
、

高
齢
者
世
帯
支
援
策
を
。

二
一
年
四
月
現
在
、
設
置

率
二
八
％
。
設
置
義
務
期

限
は
、
二

一
年
五
月
三

一
日
。
す

で
に
設
置
者
も
あ
り
、
期
限
過
ぎ

の
も
の
へ
の
補
助
は
考
え
て
な
い
。

旧
ス
ポ
ー
ツ
ワ
ー
ル
ド

跡
地
活
用
に
つ
い
て

土

屋

紀

男

平
成
二
二
年
三
月
ま
で
に
、

土
地
開
発
公
社
と
土
地
利

用
賃
貸
契
約
を
交
わ
し
、
市
が
買

い
取
り
管
理
す
る
予
定
で
あ
っ
た

が
、
取
り
壊
し
と
公
図
修
正
の
た

00 土
地
利
用
目
的
を
総
合
公
園
用

地
か
ら
、
開
発
用
地
へ
変
更
し
た

経
緯
は
。

Ａ
）

［
［
薫
“
御
ビ
報
け
動
に

を
充
実
さ
せ
て
来
た
の
で
、
今
後

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
利
活
用
や
開
発

も
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
変
更
を

し
た
。

開
発
用
地
と
し
て
の
、
将

来
の
構
想
は
。

建
築
物
や
工
作
物
が
荒
廃

し
て
お
り
、
防
災
防
犯
両

面
か
ら
も
問
題
が
あ
り
、
取
り
壊

し
を
開
発
公
社

へ
と
依
頼
し
て
い

る
。
七
月
か
ら

一
二
月
頃
ま
で
に

取
り
壊
し
の
た
め
の
設
計
を
し
、

来
年

一
月
か
ら

一
年
間
程
で
、
建

物
や
、
プ
ー
ル
等
の
工
作
物
の
取

り
壊
し
を
予
定
し
て
い
る
。

ま
た
、
公
図
と
現
地
で
の
境
界

が
不
明
で
、
今
後
の
利
活
用
や
開

発
に
も
支
障
を
き
た
す
事
に
も
な

る
の
で
、
土
地
に
つ
い
て
の
調
査

を
実
施
し
、
現
況
に
合
っ
た
公
図

を
作
成
し
て
い
く
。

ツ
施
設
建
設
の
最
適
地
と
思
わ
れ

る
が
、
そ
の
考
え
は
。

Ａ
）

痢
耐
設
申
辞
¨
け
に
い
引

考
え
ら
れ
る
が
、
民
間
へ
の
売
り

払
い
も
視
野
に
入
れ
、
今
後
さ
ま

ざ
ま
な
意
見
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、

検
討
し
て
行
き
た
い
。

小
学
校
六
年
生
ま
で
の

医
療
費
の
無
料
化
に
つ
い
て

昨
年
七
月
に
就
学
前
か
ら

小
学
校
三
年
生
ま
で
の
無

00

料
化
の
引
き
上
げ
で
、
二
〇
年
度

対
象
者
数

。
金
額
は
ど
の
位
か
。

ハ）
「罐け触一九一に　　はヽ

助
成
金
額
、
二
〇
〇
〇
万
円
。　
一

年
間
で
は
、
三
四
〇
〇
万
円
程
度

と
な
る
。

ｍΨ
拳̈
羅纂華動。大いは⑫

の試算は。
ハ）
］疇鏡鍛ヽ一〓い　いだ

円
と
試
算
し
て
い
る
。

通学支援の現状

3 kmを超えた距離相当の定期券料金の差額補助

学校から5 kmを基点 とし、基点から住居までの
通学距離往復分に l kmあたり37円 を交小1

大仁中学生のみ定期券料金の65%交 付

専 用 バ ス 1市と利用者が経費負担 (小中学生)

この他、 日課等状況により市のパスを利用することもある。

路 線 バ ス利 用

路線バス無く
自家用車通学

路 線 バ ス

大仁 ・

田中山地区

投票率高い

年 代 別 投票率

1位 65歳 ～ 69歳 8135°/。

エ
ツ 60歳 ～ 64歳 7893%

3位 55歳 ～ 59歳 7455%

投票率低い

年 代 別 投票率
工
立 20歳 3308%

2位 21歳 ～ 24歳 79%

3位 25歳 ～ 29歳 41 35%
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平成21年度補正予算をはじめ、6月定例会で行われた審議内容や、閉会中の事

務調査についての各常任委員会の報告です。

平
成
二

一
年
度
補
正
予
算

■
収
納
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
は

平
成
二
二
年
三
月
ま
で
の
予
定

で
、
国
税
庁
の
Ｏ
Ｂ
の
方
か
ら
手

法
を
学
び
、
税
の
新
た
な
滞
納
者

を
つ
く
ら
な
い
よ
う
に
、
滞
納
整

理
を
進
め
て
い
く
計
画
で
あ
る
。

■
消
防
団
運
営
交
付
金

消
防
団
運
営
交
付
金
要
綱
に
基

づ
き
、
地
区
大
会
で
優
勝
し
て
県

大
会
に
出
場
す
る
分
団
に
、
五
十

万
円
を
支
出
す
る
も
の
で
あ
る
。

■
自
坂
住
宅
維
持
管
理
事
業
四

二
万
九
〇
〇
〇
円
は
。

大
仁
地
区
の
白
坂
住
宅
は
、
老

朽
化
が
進
み
、
土
地
所
有
者
か
ら

返
し
て
欲
し
い
と
の
要
望
が
あ
る
。

移
転
希
望
者
が
、
当
初
予
定
よ

り
増
え
た
三
戸
分
の
入
居
者
移
転

補
償
金
の
補
正
で
あ
る
。

今
後
、
二
年
間
で
移
転
を
完
了
。

二
四
年
解
体
終
了
。
二
五
年
測
量

造
成
を
終
了
し
た
い
。

■
市
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

平
成
二
〇
年
度
の
税
制
改
正
で
、

地
方
公
共
団
体
へ
の
寄
付
金
税
制

見
直
し
と
、
そ
れ
以
外
へ
の
寄
付

金
税
制
が
拡
充
さ
れ
、
所
得
税
法

で
寄
付
金
控
除
が
認
め
ら
れ
て
い

る
寄
付
金
の
う
ち
、
市
が
条
例
で

指
定
し
た
公
益
法
人
へ
の
寄
付
金

を
、
控
除
対
象
と
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
の
も
の

で
あ
る
。伊

豆
の
国
市
で
の
住
宅

借
入
金
等
の
控
除
額

。
税

譲
与
所
得
に
対
し
て

一
〇
〇
〇
万

円
の
特
別
控
除
を
設
け
る
こ
と
が

で
き
る
。

■
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

本
年
度
の
国
保
税
が
、
約

一
億

円
不
足
す
る
こ
と
が
試
算
か
ら
分

か
り
、
税
率
の
改
正
を
し
て
保
険

税
を
確
保
す
る
た
め
の
制
定
で
あ

る
。改

正
に
当
た
っ
て
は
、低
所
得
者

層
へ
の
負
担
軽
減
を
配
慮
し
、
平
準

化
に
よ
り
、基
盤
安
定
負
担
金
の
増

収
を
得
て
、
税
額
の
引
き
上
げ
を
抑

え
る
よ
う
工
夫
し
て
い
る
。

※

―
―

―

税
率
改
正
に
つ
い
て
は
、
国
民

健
康
保
険
運
営
協
議
会
で
審
議
さ

れ
、
承
認
を
受
け
て
い
る
。

加
入
者
の
構
成
状
況
は
。

所
得
が
三
三
万
円
以
下
の

方
が
二
三
四
四
世
帯
。
五

七
万
円
ぐ
ら
い
の
方
が
三
四
〇
世

帯
。
七
〇
万
円
以
上

一
〇
〇
万
円

未
満
の
方
が
三
〇
〇
世
帯
。

税
改
正
に
よ
り
、
収
納
率

に
影
響
は
な
い
か
。

ハＵ・酬鰤】副一け瑞麒な経

と連携して共同で行っている。

（Ｕ）̈
時は岬「る近隣市町

ハＵ・岬商」̈
破̈笹げ章［

は一」［刹「改正する予定に

（Ｕ）赫嚇「』『縣い勲勢章

べきではないか。

Ａ
Ｕ
・
峰
瑞
い
は
中
』
「
峙
鉗
宝

全
国
大
会
や
請
願
も
か
な
り
活
発

に
活
動
し
て
い
る
。

00

00 梶0
土
地
等
の
譲
渡
所
得
控
除

創
設
の
趣
旨
は
。

土
地
取
引
の
急
減
か
ら
、

土
地
需
要
の
流
動
化
と
有

効
活
用
を
推
進
す
る
こ
と
に
あ
る
。

二

一
。
三
二
年
で
取
得
す
る
土

地
を
五
年
以
上
所
有
し
た
場
合
の

一
年
度
課
税
分

軒
あ
り
、
税
額

六
五
八
円
で
あ

税 率 改 正 の 内

各 区 分 平成 20年 度 平成 21年 度

医
療
保
険
分

所得割 % 460

資 産割  % 1000

均 等 害」 円 17,500

平等割 円 18,000 19,800

限 度 額  円 450,000

後
期
支
援
分

PjT得劉  %

資 産害J %

均 等 害」 円

平等割 円

限 度 額  円 110.000 110.000

介
護
分

所 得雷り %

均 等 割  円 12000

限 度 額  円 90,000
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平
成
二
一
年
度
補
正
予
算

ｍΨ
畔嘲［剌鰤制事．卸［制

整池用地購入については。

ハ
〕

『
剛
［
『
罐
剌
「
¨
珀
胸

さ
二
・五

ｍ
～
三
・Ｏ

ｍ
、
山
田
川

は
、
〓
一日
月
形
の
土
地
で
、
川
と
隣

接
し
て
い
て
、
面
積

一
七
二
〇
２ｍ
ヽ

深
さ

二
・
五

ｍ
～

三

・
Ｏ

ｍ
。

浸
水
対
策
職
員
人
件
費
に

つ
い
て
は
。

浸
水
対
策
事
業
の
事
業
費

が
、
静
岡
県
か
ら
増
額
の

内
示
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
、
補

助
対
象
事
業
費
の
中
の
人
件
費
に

計
上
し
た
。

予
算
の
中
で
、
市
負
担
分
の

一

般
財
源
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

市
の
浸
水
対
策
計
画
に
つ

い
て
は
。

静
岡
県

。
国
土
交
通
省
で

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
、

立
ち
上
げ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
れ

に
基
づ
き
進
捗
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。

準
用
河
川
の
事
業
に
つ
い
て
は
、

国

・
県
の
補
助
を
、
出
来
る
だ
け

利
用
し
、
市
の
負
担
が
少
な
く
な

る
よ
う
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

建
設
課
職
員
の
人
件
費
事

業
に
つ
い
て
は
。

韮
山

。
大
仁
支
所
の
建
設

課
職
員
各
三
名
が
、
本
庁

宿
泊
施
設
等
景
気
対
策
事

業
の

一
〇
〇
〇
万
円
に
つ

い
て
は
。

ハ
〕

へ 伊
¨
は
卿
鋼
中
赫
嘲
動
一

。

長
引
く
不
況
、
昨
年
末
の
原
油
価

格
の
高
騰
、
多
く
の
感
染
者
を
出

し
た
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流

行
等
で
、
経
済
的
に
甚
大
な
影
響

を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
深
刻
な
状
況
を
打
破
す
る
た
め
、

今
回
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
を
強
化
し
、
宿

泊
客
の
増
大
を
図
ろ
う
と
す
る
事

業
の
補
助
支
援
で
あ
り
ま
す
。

財
源
は
、
国
の
緊
急
経
済
対
策

で
あ
り
、
地
域
活
性
化
経
済
危
機

対
策
臨
時
交
付
金
を
活
用
出
来
る

よ
う
事
務
手
続
き
中
で
あ
り
ま
す
。

農
産
物
産
地
競
争
強
化
事

業
の
補
助
金
に
つ
い
て
は
。

当
初
予
算
は
、
四
〇
〇
〇

万
円
の
計
上
で
し
た
。
国

か
ら
の
交
付
金
が
、
四
〇
七
四
万

三
〇
〇
〇
円
交
付
さ
れ
た
た
め
、

残
り
の
金
額
も
補
助
金
と
し
て
補

正
。
完
成
は
平
成
二

一
年
二
月
二

八
日
。

ハ〕
卿旧】河酎編に高ぃ．

６Ψ
岬紳脚刹に詢螺楊勤暴　新しい候補地の選定で約
一一

場
所
は
、
狩
野
川
リ
バ
ー

サ
イ
ド
公
園
。
日
時
は
八

月
二
二
日
。
時
間
は
午
後
四
時
で

す
。
参
加
者
は
、
シ
ャ
ギ
リ
を
中

心
に

一
一
団
体
予
定
し
て
い
ま
す
。

（修
善
寺
工
業
高
校
の
大
鼓

・
三

味
線
の
ソ
ナ
タ

。
大
仁
雅
楽
会
他
）

広
域
廃
棄
物
処
理
施
設
の

状
況
に
つ
い
て
は
。

昨
年
の
五
月
に
、
伊
豆
堀

態
系
保
全
施
設
整
備
事
業
　
新
し
い
候
補
地
の
選
定
で
約

一
年

00
に
統
合
さ
れ
た
た
め
二
人
削
減
さ

れ
ま
し
た
。

ぬΨ
摯麹草一別際刺岬畔̈
珀

いては。

ハ
リ

姉
な
”
蒔
¨
剛
脚
囃
一
［

る
も
の
で
、
新
し
く
購
入
し
た
い

で
す
。

00 00

反射炉自然公園 案内図

00

（反
射
炉
自
然
公
園
）
に
つ
い
て
。　
が
経
過
し
て
い
ま
す
。
準
備
会
の

ハリ
降“囃一に赫［漱雄計．　中康商哺れざ剛街̈
議螂̈
球

画
し
、
完
成
の
予
定
で
す
。　
　
　
　
枠
組
み
に
つ
い
て
は
変
更
は
あ
り

ま
せ
ん
。

星泉　ｍΨ
影制胴一刺はい鐸赫詢

畦　当については。

囃

　

ハ
〕

蜆
嘲
鋤
蒻
¨
興
嗅
ど
班
隷

獅
　

場
で
の
作
業
で
す
。
定
額
で

一
日

反
　

一
一〇
〇
〇
円
で
す
。

ｍΨ
岬け『暉刺のヘイ獣処

ｍΨ
鉤勁【嘲』翔眸響̈
峰ｏ　ぬ〕
業務委託しています。

浸水対策調整池
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平
成
二
一
年
度
補
正
予
算

■
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
事

業
に
用
意
す
る
も
の
は

消
耗
品
で
は
、
フ
ー
ド
付
き
ガ

ウ
ン
三
〇
〇
枚
・
マ
ス
ク
五
万
枚
・

ゴ
ー
グ
ル
三
〇
〇
個

・
ゴ
ム
手
袋

一
〇
〇
枚
入
り
二
〇
〇
箱
で

一
八

八
万
三
〇
〇
〇
円
。
医
薬
材
料
費

で
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
性
消
毒
剤

一

リ
ッ
ト
ル
入
リ
タ
ン
ク
四
五
本
、

五
リ
ッ
ト
ル
入
リ
タ
ン
ク
が

一
〇

〇
本
、
三
〇
〇
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
入

り
が
一
五
〇
本
、
塩
素
系
消
毒
剤

五
〇
本
、
そ
の
他
う
が
い
薬
、
手

指
消
毒
用
石
鹸
等
で
一
九
四
万
円

を
予
定
し
て
い
る
。

■
障
が
い
者
福
祉
の
通
所
サ
ー
ビ

ス
利
用
促
進
事
業
補
助
金
の
上

限
が
三
〇
０
万
円
の
根
拠
は
。

通
所
サ
ー
ビ
ス
の
県
の
補
助
金

基
準
が
三
〇
〇
万
円
な
の
で
、
こ

れ
以
上
か
か
っ
て
も
三
〇
〇
万
円

し
か
で
ま
せ
ん
。
自
立
支
援
法
が

変
っ
て
、
送
迎
費
用
も
給
付
金
に

含
ま
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
は

月
額
で
も
ら
っ
て
い
た
が
、
法
改

正
で
日
額
に
な
り
、
休
む
と
お
金

が
入
っ
て
こ
な
い
た
め
サ
ー
ビ
ス

事
業
所
は
大
変
に
な
る
。

そ
の
た
め
緩
和
措
置
と
し
て
三

年
間
、
通
所
補
助
を
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。

■
心
身
障
が
い
者
（児
）施
設
運
営
事

業
の
施
設
入
所
者
の
障
が
い
程
度
は
。

わ
か
く
さ
共
同
作
業
所
は
授
産

所
で
す
が
、
新
法
の
対
象
に
な
っ

て
い
な
い
施
設
で
、
働
け
る
方
の

作
業
所
で
す
。

あ
お
ば
の
家
等
の
通
所
サ
ー
ビ

ス
の
施
設
は
、
働
く
こ
と
が
で
き

な
い
人
た
ち
の
生
活
介
護
施
設
で

す
。
自
立
支
援
法
で
は
、
三
障
が

い

（精
神

・
知
的

。
身
体
）

一
緒

で
ど
こ
の
施
設
に
も
行
け
ま
す
が
、

各
施
設
に
よ
り
得
意
分
野
が
あ
り

ま
す
。
契
約
で
入
る
の
で
本
人
が

自
由
に
選
べ
ま
す
。

■
介
護
保
険
特
別
会
計
介
護
給
付

の
調
整
交
付
金
は
、
他
市
と
比
較
し

ど
れ
く
ら
い
の
位
置
か
。

平
成

一
九
年
度
の
調
整
交
付
金

の
確
定
交
付
割
合
は
、
当
市
が
三
・

九
六
％
に
対
し
、
一二
島
市
が
二
・八

五
％
、
沼
津
市
が
三
・
八

一
％
、
伊

豆
市
が
五
・九
五
％
、
函
南
町
が
二
・

五
七
％
、
清
水
町

一
。
四
〇
％
、
長

泉
町
が

一
・五
七
％
と
近
隣
市
町

と
比
べ
て
当
市
の
調
整
交
付
金
の

割
合
は
高
い
状
況
に
あ
る
。

■
韮
山
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
維
持

管
理
事
業
の
指
定
管
理
施
設
修
繕

負
担
金
の
内
訳
は
。

雨
漏
り
の
修
繕
で
、
指
定
管
理

の
協
定
に
よ
り

一
〇
万
円
以
上
の

修
繕
は
五
〇
％
負
担
と
な
る
。
市

は
負
担
金
を
出
し
、
事
業
は
区
で

実
施
す
る
。

■
田
京
幼
稚
園
建
設
事
業
の
不
動

産
鑑
定
手
数
料
と
物
件
調
査
業
務

委
託
料
は
、
用
地
費
の
予
算
計
上
前

に
執
行
す
る
の
が
妥
当
だ
と
思
う
が
、

補
正
対
応
に
し
た
理
由
は
。

平
成
二
〇
年
度
で
候
補
地
の
交

渉
を
行
っ
た
が
、
地
権
者
の
承
諾

が
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
今
年
度
新

し
い
場
所
で
不
動
産
鑑
定

。
物
件

調
査
を
実
施
し
た
い
。
交
渉
の
経

緯
に
よ
り
緊
急
性
が
あ
る
の
で
予

備
費
で
考
え
て
い
た
が
、
補
正
対

応
と
し
た
。

■
田
京
幼
稚
園
の
移
転
は
、
区
に
も

説
明
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
で
保
護
者
に
は
話

し
て
あ
り
ま
す
。
田
京
区

・
守
木

・

御
門

・
白
山
堂

・
宗
光
寺

・
立
花

等
関
係
区
長
、
ま
た
、
部
農
会
や

近
隣
の
影
響
す
る
方
々
に
も
説
明

会
や
話
し
合
い
の
機
会
を
持
つ
予

定
で
お
り
ま
す
。

委
員
会
の
協
議
会
視
察

教
育
部
関
係
施
設

・
健
康
福
祉

関
係
施
設
を
訪
問
し
、
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。

★
五
月

一
五
日

大
仁
地
区
教
育
部
関
係
施
設

大
仁
中
学
校
ほ
か

一
六
施
設

★
五
月
二
〇
日

市
内
の
健
康
福
祉
部
関
係
施
設

重
度
心
身
障
が
い
児
施
設
伊
豆
医

療
福
祉
セ
ン
タ
ー
ほ
か
七
施
設

★
五
月
二
六
日

韮
山
地
区
教
育
部
関
係
施
設

韮
山
南
小
学
校
ほ
か

一
六
施
設

★
五
月
二
八
日

長
岡
地
区
教
育
部
関
係
施
設

長
岡
南
小
学
校
ほ
か

一
一
施
設

☆
六
月

一
八
日

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
韮
山
ぶ
な

の
森

・
韮
山
保
健
セ
ン
タ
ー

・
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
小
規
模
多
機
能
居

宅
介
護
施
設

「湯
の
里
」

。
養
護

老
人
ホ
ー
ム

「長
岡
寮
湯
の
家
」

建設中の大仁中学校

韮山ぶなの森
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第 2回 定例会は、 6月 9日 より6月 24日 までの 16日 間の会期で行われ、

算書の報告 4件 、条例改正 2件 、補正予算 3件 、事務委託に係る規約の変更 1

諮問 1件、発議 1件、専決処分などが、上程可決承認されました。

選挙 2件 、繰越明許費繰越計

1件、市道廃止 。認定 2件 、

可 決 承 認 さ れ た 議 案 ― 覧

◆ 伊豆の国市税条例の一部を改正する条例改正の制定について (P ll参照)

◆ 伊豆の国市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について (Pll参照)

◆ 平成 21年 度伊豆の国市一般会計補正予算 (第1号)
歳入歳出それぞれ7600万 2000円 を追加するものである。

◆ 平成 21年 度伊豆の国市特別会計補正予算
国民健康保険特別会計補正予算 (第1号)・ 介護保険特別会計補正予算 (第1号)

◆  「沼津市、熱海市、三島市、伊東市、御殿場市、裾野市、伊豆市、函南町、清水町、長泉町、
小山町」と伊豆の国市との間の住民票の写し等の交付に関する事務の委託に係る規約の変更
について

静岡県駿豆地区12市町の住民は、12市町の市役所 ・町役場の窓口で
「住民票の写しJ「印鑑証明書J「戸籍謄(抄)本Jの 交付が受けられる。

◆ 市道路線の廃止と認定について

◆ 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて

◆ 地方自治法第 110条 の規定に基づく特別委員会の設置について
市民に議会活動を広く周知し、議会と市政に対する理解を高める
ための議会だよりを効果的に発行することを目的として議会だよ
り特別委員会を設置し定員6名で構成する。

1°」 次回議会の予定 1°1

平成21年第 3回 9月定例会議会日程予定
決算審査を中心に議会運営をします。

8/27 議会初 日
8/31,9/1の 両日 一般質問の予定
9/18 最終 日

話 `旬・説 ・現  。‖参Ю
国民健康保険運営協議会とは・・・

国保の運営は、専門的な知識を必要と

すること、また技術的な問題も多いこと

から関係者による意見交換や調査が必要
であるため、医師薬剤師 4名 、被保険者
4名 、公益代表 4名 、被用者保険 2名 に

より構成された国民健康保険運営協議会
が設置されています。

水 鈴

口 木

成 幸

男 雄

編
集
後
記

本
年
は
、
伊
豆
の
国
市
に
と
っ

て
四
年
に

一
度
の
選
挙
の
年
で
す
。

ま
た
、
県
知
事
選
挙
及
び
衆
議

院
選
挙
も
あ
る
重
要
な
年
で
あ
り

ま
す
。
伊
豆
の
国
市
長

・
市
議
会

議
員
選
挙
は
四
月

一
九
日
に
実
施

さ
れ
、
静
岡
県
知
事
選
挙
も
七
月

五
日
に
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
伊

豆
の
国
市
、
静
岡
県
の
将
来
を
託

す
首
長
も
決
ま
り
、
新
し
い
ス
タ

ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

市
政
も
合
併
後
二
期
目
を
迎
え
、

市
長
の
所
信
表
明
に
あ
る
よ
う
に

「伊
豆
で

一
番
輝
く
ま
ち
」
を
目

指
し
て
街
づ
く
り
を
頑
張
っ
て
い

き
ま
す
。

わ
れ
わ
れ
議
員
も
責
務
を
果
た

す
べ
く
努
力
い
た
し
ま
す
。
議
会

だ
よ
り
特
別
委
員
会
は
、
市
民
の

皆
さ
ま
に
開
か
れ
た
議
会
と
し
て
、

議
会
の
様
子
を
お
伝
え
す
る
た
め

に
、
ス
タ
ッ
フ
一
同

一
丸
と
な
っ

委

員

長

後

藤

員

一

副
委
員
長

鈴
　
木
　
平

一
郎

口貝
　
天
　
野
　
佐
代
里

鈴

木

昭
小

久

暉震甲ξ tt I

坦庵の石像 (本立寺)


